




「八王子つばめ塾公式イラスト」に込めた思い 
 
 
太陽： 
平等に注がれる光のように、「教育は平等に受けられる社会であるべき」という思い。 
 
大樹： 
「大きく成長する生徒の可能性」 
 
つばめとつばめの巣： 
「八王子つばめ塾そのものと、目指す理念」 
 
青空教室： 
立派な建物・施設の中に教育が存在するのではなく、「どんな所でも、学ぶ意志がある 
ところに教育は存在する」という思い。 

 
円卓（切り株）： 
「学ぶ力に優劣はなく、生徒自身が教育を受ける能力を等しく持っている」という思い。 
 
講師： 
「無償で生徒を導いているという誇りと、寄り添って学習を支援する優しさ」 
 
 

事務局長 小宮位之 



「卒業文集2021年度版　発刊にあたって」

八王子つばめ塾は設立して9年半を迎え、2021年度は20名の中学校卒業生と3名の高校卒業生を送り出

すことができました。これもひとえに、ボランティア講師の皆さま、全国の寄付者、支援者の皆さまの

おかげさまと深く感謝申し上げます。

　今、公教育以外のウエートが大きくなりつつあり、経済的に苦しい家庭のお子さんは教育を受けるの

が難しい時代になってきました。そして今回の新型コロナウイルスの影響も大きい状態で、子どもが教

育を受けられないのは社会の損失であり、なんとしても防ぐべきです。少子化の時代にあって、子ども

を必死に育ててくれているひとり親家庭がますます貧困になったり、子どもが多い共働き家庭が教育費

に苦しんだりするのは、社会の構造上の大きな矛盾と言えます。ここを何とかしたいと思って、つばめ

塾は2012年9月に講師が私1人、生徒1人から始まったのです。

　現在、お米プロジェクトを通して「お米・パスタ」を希望者にプレゼントしています。さらに、5種

類の奨学金制度も運用が安定してきています。これは「経済的に少しでも安定することが学習意欲の向

上に寄与する」という思いから実施していることで、私自身の幼少期の経験に基づいています。さらに

今では、つばめ塾の卒業生の数名がボランティア講師として帰って来てくれています。これは「つば

め」と命名した理念の実現であり、本当にうれしいことです。

つばめ塾への支援は4つの形があると思っています。

1、勉強ができる人は、子どもたちに教えてほしい。

2、場所を提供できる方は、勉強場所を提供してほしい。

3、お金を持っている方は、寄付をしてほしい。

4、事務能力のある方はその労務を提供してほしい。

　おかげさまで2019年11月には認定NPO法人になることができました。現金・クレジットカードでのご

寄付を頂いた場合、税控除を受けることができます。

　地域の大人が、どれかを選んで子どもたちへの支援をしてくだされば、より良い世の中ができると信

じて行動して参りました。そして現在、つばめ塾を参考にして多くの無料塾が誕生しています。

　今後とも皆さまのあたたかいご支援、ご協力を仰ぐ次第です。これからもつばめ塾が、子どもたちの

夢を応援する機関であり続けられるよう、応援をよろしくお願いします。

　卒業生の皆さんには、充実した学生生活を送り、この社会の中で「厳しい思いをして暮らしている人

の味方」になれる人材に成長することを期待しております。

2022年6月吉日

認定NPO法人八王子つばめ塾　理事長兼事務局長　小宮位之















































講師からのメッセージ
ボランティア講師のみなさんからのお祝いメッセージです。

今年は15名の先生からいただきました。ぜひ読んでください!!

青山龍生先生（駅前教室）

皆さんご進学おめでとうございます！　私自身、初めて生徒を送り出すという立場に立

ち、学びのサポートができたことに喜びを感じています。受験というのは団体戦とよく言

いますが、まさにつばめ塾一丸となって戦ったという印象です。これからもたくさん辛い

ことがあるかと思いますが、乗り越えれば必ずそれより大きい幸せが待っています。自分

を信じて自信を持って高校生活を送ってほしいなと思います。　　　

　高校となると、中学までの義務教育ではなく、自ら学びに行く場となります。そこで

大切なことは「置かれた環境で咲く」ということだと思います。待っていても何も起きま

せん。挑戦して失敗してしまっても何度でも立ち直ることで、いつか結果は出てきます。

目標に向かって挑戦する心を大切にしてください！　応援してます！

大橋多寿子先生（南大沢教室）

皆さんご卒業おめでとうございます。

今年はコロナや、ウクライナ等歴史に残ることばかり起きた忘れられない年でしたね。

そんな中で自分の力をしっかり出してちゃんと結果を手に入れて本当に素晴らしかった！

高校に入り、そしてその先の人生を考えると楽しい事ばかりではないかもしれません。

でも、最後まで頑張り通したこの経験はきっと自信になって乗り越えていける力をくれる

と信じています。

心優しいF君、しっかり者のT君、素敵な個性のNさん、周囲を明るくしてくれたMさん、

先生は皆さんに教える喜びばかりかそれぞれのキラリ光る所を見せてもらって幸せに思っ

ています。ありがとう！　　

高校生活楽しんでくださいね。おめでとう。

河合佐保子先生（高校生クラス）

卒業おめでとうございます！

一年前は「受験」という言葉を聞くだけで不安でいっぱいだったと思います。今はどう

でしょうか。やりきった！という達成感があるのでは⁈

今後も、不安に思うことがあっても、一歩踏み出せば、周りにはいっぱい協力してくれ

る人が出てきます。困難なときは、つばめ塾で協力してくれた講師たちを思い出してくだ

さい。なんだか一歩踏み出す勇気が湧いてくるかも⁈　これからも皆さんのことを応援し

てます！



小池花穂先生（南大沢教室）

卒業おめでとうございます。

つばめ塾で学んだことやいままでの思い出を大切にしながら、目標に向かって頑張って

ください。

高校生になると環境が大きく変わります。授業の速度が速くなり内容が難しくなりま

す。中学の知り合いがいない高校に進学すれば、友達を作るところから始まります。ま

た、バイトを始めると社会の厳しさやお金を稼ぐことの大変さを知ることになります。

ですが、困ったことがあれば一人で抱え込まず誰かに相談してください。学校の先生、

友達、両親、つばめ塾の先生など助けてくれる人はたくさんいます。

半年という短い期間でしたが一緒に時間を過ごせて楽しかったです。

高校生活、楽しんでください。充実した日々を送れるよう、応援しています。

小峰浩義先生（高校生クラス）

つばめ塾生徒のみなさん、卒業おめでとうございます。

長引くコロナの流行のなかで、密を回避するためにコミュニケーションを制限せざるを

得ない状況が続いています。私にとっても、受験生の指導は感染症との戦いでもあり、

色々と悩みながらの指導になりました。そのようななかでも、それぞれの生徒が自分の進

路を決めてくれたことは本当にうれしく思います。大学の四年間は、長いようでいてあっ

という間に過ぎてしまいます。アルバイトや勉強など、目の前の課題をこなしている間に

いつのまにか就職が見えてきて驚くものです。限られた時間のなかでも、自分のやりたい

ことを少しでも多く実現できるように、一日、一日を大切にして過ごしてほしいと思いま

す。

四月から一人一人が新しい舞台に立ち、活躍されることを心から祈っています。

佐藤慧美先生（駅前教室）

新高校一年生の皆さん受験合格並びにご卒業ご進学おめでとうございます。皆さんに

とって受験生の一年間はどのような一年間でしたか？

　コロナウイルスにより生活は一変し様々な困難があったと思います。学校行事や部活

動の大会など様々な事が失われていく中で頑張ることの意義を感じなくなったこともある

かもしれません。それでも皆さんは勉強を頑張り続けました。何か一つのことを頑張ると

いうのは実はとても難しいことです。まず自分が勝ち取った合格を噛み締めて自分を褒め

てあげてください。

　そしてこれは通過点です。人生100年の時代の中のひとつのターニングポイントです。

高校生活の3年間次の通過点に向かってがむしゃらに進み続けてください。きっとその先に

は新しい自分とその自分に相応しい舞台が待っています。



杉田一郎先生（元横山教室）

つばめ塾の卒業生の皆さん、卒業、そして高校入学おめでとうございます。

高校入試は、勉強しても希望の高校に合格できるとは限りませんが、勉強しなければ、

合格できません。皆さん、勉強、よく頑張りましたね。皆さんがどれだけやって来たかを

一番知っているのは、皆さん自身です。努力してきた自分自身を褒めて良いと思います。

　また、皆さんが高校に合格したときは、ほっと、したと同時に、講師として、とても

嬉しかったです。最後に、今後、私が大切だと思っていることを、お祝いの言葉にしたい

と思います。

「良い出会いを大切に！」「感謝の心を持つ！」「悩んだとき、いつか何とかなる

さ！」

卒業おめでとう！

関島サク子先生（駅前教室）

卒業おめでとう！

よく頑張りましたね。つばめ塾で皆さんと一緒に勉強したことは、先生にとってもとて

も楽しい思い出です。これから新しい世界が広がりますね。小さなことでも心安らぐこと

を大事にしながら、好きなことに沢山tryすることを忘れないでください。

そして、周りの人に少しでも幸せを分けてあげられるような素敵な高校生になってくだ

さい。

皆さんの成長と幸せな未来を心から祈っています。

田中葵先生（駅前教室）

ご卒業おめでとうございます！

みなさんが卒業を迎えられたこと嬉しく思います。

私の中で高校生活は楽しかった〜！

勉強はすこし難しく感じることもあったけど、中学校より自由なことも増えます。自分

のやってみたいこと、興味があることにどんどんチャレンジしてみてください。それが将

来の自分に活きてくると思います。

一緒に勉強できて本当に感謝です。新しい学校にいっても応援してます！



本多賢先生（南大沢教室）

つばめ塾卒業生の皆さん、ご卒業、ご入学おめでとうございます。

中学生活3年間のうち2年もの間、コロナ感染拡大防止のため不自由な日常生活を強いら

れる中で、高校受験に挑戦しなければならなかった皆さんは、本当に本当に大変だったと

思います。

そんな中、無事高校入試を突破することができ、皆さんがこれまで努力してきたことが

間違ってはいなかったと感じ、きっと大きな達成感を味わい、自信を持つことが出来たと

思います。

いよいよ新しい高校生活が始まります。通学、クラス、授業、部活、全てが中学と違

い、戸惑うことも多いかもしれませんが、新しいことにどんどんチャレンジしてくださ

い。皆さんなら、やりたいことを見つけ、充実した日々を送れると確信しています。十代

後半とは、人生で最も楽しい時期でもありますよ。

丸山友大先生（南大沢教室）

ご卒業おめでとうございます！　しばしの休息も束の間、あっという間に入学。と、今

までの人生の中でも時間の流れが最も早い(かつ楽しい)と感じている方もいるかもしれま

せん。

一つだけ伝えたいことがあります。自分を好きになれるような高校生活を送ってほしい

のです。例えば、合格を「いただく」というような表現がありますが人生の区切りくらい

自分を認めてあげてもよいのでは、と思ってしまいます。

合格を「勝ち取る」という考え方へのルートはいくつかあると思いますが、自分自身で

認められるような形で、行っている努力に責任を持つこと。これがようやく微かに見えて

きた手段です。つまり高校時代に私はそうした努力ができませんでした。そのため共感す

る方、異議を唱える方、みな同様に熱中できる分野を見つけられることを祈っておりま

す。

三原秀幸先生（駅前教室）

ご卒業おめでとうございます！

コロナ禍で様々な制約があった中でも直向きに勉強に励み、進路を勝ち取ったみなさん

を誇りに思います。高校では、楽しいことや辛いことが沢山あると思いますが、ぜひ“リ

アルに充実した”悔いのない3年間を送ってほしいです。長いようで短いであろうこれから

の高校生活の中で、以下の二つに励んでほしいと思います。一つ目に、何のために勉強を

するのかという目的意識を持って、しっかりと勉強してほしいです。そして二つ目に、つ

ばめ塾で学んだことの意義についても深く考える機会を持ってほしいと思います。

それではまたどこかで会える日を楽しみにしています！　いつまでも応援しています！



毛利恭子先生（駅前教室）

ご卒業おめでとうございます。

これまでの努力が実り、新しい学校生活をスタートさせていると思います。受験を乗り

越え、見える景色が変わりましたね。

この先どんな風景を見たいのか、それを見るにはどういうルートで歩めばいいのか、今

後はしっかり「自分の頭」で考えてほしいと思っています。

今までは先生やご家族の指導の下で悩みながら努力してきたと思いますが、これからは

周りの目上の人の考えは参考とした上で、自分の意見や考えを持つことが大切です。周り

の大人が間違っている場合もあるはず。そんな時にも堂々と臆せず正しいと思うことを表

現してください。

受験は「本気を出す練習」です。練習に納得できた人もできなかった人も、次に来る

「本気を出す時」に向けて、今回の練習をバネにし、さらに挑戦し続けてください！　応

援しています！

森田さち江先生（駅前教室）

私の好きな言葉　

　「たとえ明日、世界が滅亡しようとも、今日私はりんごの木を植える」

マルティン•ルター
　今、私たちはコロナや地震•ウクライナ問題と多くの困難な状況の中に暮らしていま

す。この言葉は、たとえどんな状況に置かれようとも、今は自分のできる事を精一杯やっ

て行こうという決意を私たちにもたらしてくれます。

山﨑文美先生（北野教室）

つばめ塾の皆さん、ご入学おめでとうございます。皆さんの努力の成果が実り、今年は

いち早く全員の進路が決まりました。本当に嬉しく思いました。

毎年つばめ塾で皆さんと出会えて、たくさんの宝を皆さんからいただき、有り難く思っ

ています。無限の可能性を秘めたエネルギー、若さ、未来への希望、熱意等…。

北野教室は年々人数が少なくなってきましたが、生徒たちは、積極的に真摯に学習に取

り組んでいました。合格を勝ち取ったのも当然の結果のようにさえ思えます。またツバメ

の季節がやってきました。皆さんも大いに羽ばたき、夢を実現できるよう、高校生活を充

実されることを祈ってます。





つばめ塾を卒業した君たちへ

～思いやりと温かさと感謝の気持ちを～

八王子つばめ塾事務局長　小宮位之

私が28歳の春。アフリカのウガンダにいました。そしてノートの切れ端で鶴を

折っていました。その時、私は映像制作の仕事でウガンダにいて、エイズ孤児が

1000人暮らしている施設・学校を取材していました。その休憩時間に校庭の端に落

ちていたノートの切れ端で鶴を折って、目の前で遊んでいる子にあげようと思った

のです。しかし完成する直前に仕事が再開され、それはポケットにしまわれた。心

の中に何か宿題が残ったような気持ちになりました。

私が取材した当時、ウガンダでは内戦があり、反政府軍が少年兵士を使って内戦

を続けていました。村に押し入って10～12歳の男の子たちを誘拐し、武器を持たせ

たのです。だからその子たちは、中学生、高校生年代を反乱軍の中で過ごし、銃を

うち、人を殺すことを余儀なくされていたのです。取材を進めるうち、余りにも残

酷な現実に、精神的なコントロールが難しくなり、ホテルに帰って毎晩のように泣

き、そこで誓いました。「今はカメラマンの見習いだけど、将来チャンスがあった

ら、絶対に人を育てよう。1ミリでも2ミリでも世の中を良い方向に動かせる人材を

育てよう。そうでなければ、この子たちに申し訳ない。生まれた国が違うだけで人

生がここまで変わってしまっていいのか…。」この時につばめ塾の基礎ができたと

言っていいと思う。大きな宿題を心の片隅に抱いて日本に帰国しました。

アフリカのウガンダや、中東レバノンのパレスチナ難民キャンプに取材に行って

感じたことは、「戦争が貧困を生み、人々が謙虚さを失って格差が広がる」という

ことでした。この正反対の言葉は、人への思いやり、温かい気持ち、そして周りに

対する感謝の気持ちだと思っています。

私がこの原稿を書いている今、ロシアがウクライナに対して戦争を仕掛け、武力

侵攻をしている真っ最中です。卒業生のみんなも、テレビやインターネットを見て

心を痛めていると思います。

この文集が完成した時、戦争の結果がどうなっているかはわかりませんが、私は

自分の無力さに愕然としています。難民援助機関に寄付することしかできない歯が



ゆさを感じています。でも、一つだけ希望があるのです。それは、この戦争の惨禍

を癒やすには、「やさしさ、思いやり、温かさ」が必要だということ。しかもそれ

は、つばめ塾の講師から、卒業生のみんなが教わって来たことだからです。みんな

は、講師の言葉や励ましから、「温かさ」を十分に受け取ったと思う。それを今

後、高校生活や大学生活で、部活、勉強、友人関係など、あらゆる場面で発揮して

いってほしいと思っています。どんなに小さいことでもいい。不機嫌でいるよりは

笑顔で過ごし、挨拶をしないより、明るい挨拶を交わし、困っている人がいたら相

談に乗ってあげ、落ち込んでいる人がいたら隣に座って、明るく励ましてあげれば

いい。そこまで難しいことではありません。みんなの心の奥底にある、「やさし

さ」を発揮すればいいだけのことです。その対極にあるのが「戦争」だと思うので

す。だから、みんながやさしさを持てば、いつかは平和になるときがやってくる。

そういう希望を持つに至ったのです。

だから私は、このつばめ塾を、単なる「有料塾の無料版」で運営しているつもり

はありません。アフリカの奥地で誓ったことを、自分なりに実践しているのです。

その成果は、みんなが家族や友人のために言葉をかけたり、行動したときに、出て

いると言っていい。つばめ塾の卒業生は、280人を超えましたが、卒業生のみんなが

一生懸命に学び、働いて、そして少しのやさしさを隣の人に分けていると思うと、

今日の塾運営にも力が入るってものです。

さて、話は変わりますが、みんなは「糸」という曲をご存じでしょうか？中島み

ゆきさんが作詞作曲し、たくさんのアーティストがカバーしているので、「縦の糸

はあなた～横の糸はわたし～」というフレーズを聞いたことがあると思います。

私は中学生の時から中島みゆきさんのファンだったので、この曲をよく聴きます

が、とても好きなのは2番の歌詞です。

なぜ生きていくのかを　迷った日の跡のささくれ

夢追いかけ走って　ころんだ日の跡のささくれ

こんな糸がなんになるの　心許なくてふるえてた風の中

縦の糸はあなた　横の糸は私

織りなす布は　いつか誰かの　傷をかばうかもしれない



みんなも、いつか迷う日が来ると思います。夢が叶わなくて挫折するときもある

でしょう。「こんなつながりが何の役に立つのか？」と、友人・家族・恋人を信じ

られなくなる日も来るでしょう。

しかし、そういう思いをした人だからこそ、他人の傷をかばえるのだと思いま

す。つばめ塾の塾生はみんな、人の傷をかばうことのできる人だと信じています。

そのことを固く信じて、今日までつばめ塾を運営してきました。

みんなの中には、これまでにいろんな思いをしてきた人も多いと思います。私も

中高生のころにいろんな思いをしました。「どうしてうちにはこんなにお金がない

のだろう」「お金がない家庭は社会から見捨てられているのではないか…」「お金

があったら簡単に大学進学できたのに」「結局世の中はお金が全てじゃないか!!」

いろんな気持ちが渦巻いた6年間でした。でも、「糸」の最後はこんな歌詞で終わっ

ています。

逢うべき糸に出逢えることを　人は仕合わせと呼びます

私にとって、逢うべき糸は「無料塾」でした。インターネットで「無料塾」の存

在を知った時、感動で震えました。「世の中にはこんなに素晴らしいことをする人

がいるんだ。自分が貧しい家庭に育ったことと、教師をしていたことが完全に活か

せる最高のボランティアじゃないか！！」と。初めて見た瞬間の「無料塾への感

動」。この気持ちは今も全く変わっていません。

つばめ塾を始めて、多くの生徒と出逢うことができました。2022年3月末には、卒

業生だけでも合計で280名を越えました。1円の得にもならないことのために毎週熱

心に来て、教えてくれる素晴らしいボランティア講師もトータルで200名を越えま

す。こんなにも多くの生徒、ボランティア講師に出逢えて本当に幸せだと思ってい

ます。

つばめ塾に命はかけてないし、家族も捨ててはいませんが、自分の人生はかけて

います。「仕事」と「家族と過ごす」以外の時間は全てつばめ塾に費やしていま

す。でもこれができる自分は幸せだと思っています。振り返ってみれば、私が貧困

家庭に育った経験がなかったとしたら、絶対につばめ塾は作らなかったと思うので

す。だから両親には心から感謝しています。父は、稼ぎの悪い人でしたが、少年野

球のコーチを２５年間もした人で、暑い日も寒い日もグラウンドに立ち続けて子ど

もたちを育てていました。本当に尊敬できる人でした。わが家の貧困で苦労はしま

したが、恨んだことは一度もありません。



最後に、みんなに伝えたいのは「してきた苦労は必ず役に立つ」ということで

す。今までしてきた苦労、これからする苦労。それが「誰かの傷をかばう日」が必

ず来ます。そして何の苦労もせずに育った人より、皆さんが「織りなす布」の方が

何倍も温かいということは、疑いようもないことです。

そんなみんなを、ボランティア講師はもとより、つばめ塾の支援者の方、寄付者

の方も応援しています。コロナ禍の中、みんなの行く手には苦労が多いかもしれま

せん。しかし、みんなが教室で学んでいた真剣なまなざし、そして講師の暖かいま

なざしを思い出すと、きっと乗り越えていける！！と確信できます。人は、人から

期待され、応援され、感謝される時に生きる力が湧いてくると思うからです。講師

も、みんなの書いた文集を読んで、ボランティアを続けることができていると思う

のです。私自身が毎年みんなからパワーをもらって運営できているんです。その力

がなければ、今日まで続かなかったに違いありません。

「自分は人から応援されている存在なんだ」と心強く思って、これからの生活に

励んでください。みんなの高校生活、大学生活が充実したものになるよう、つばめ

塾の事務所からいつも祈っています。


